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変容する松くい虫対策技術を反映した 

新たな防除マニュアル  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

松の大敵、松くい虫（マツ材線虫病）の防除に向け、近年の知見や社会情勢

変化に対応した、新しいマニュアルを作成しました。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況に合わせて対応方針を定めるために 
マツ材線虫病への対策は、いつでも、どこでも同じものが通用するわけではあり

ません。状況に合わせて対応方針を定め、それに合わせて具体的な手法を検討する

ことで、より現実的で効果的な対策をすすめることができます。 

今回のマニュアル作成にあたり、経験的な判断基準に基づく４つの簡単な質問に

答えることで、７つの目安となる対応方針のいずれかに至るフローチャートを作成

しました。これにより、その場所で行われるべきマツ材線虫病対策について客観的

な解答を得ることができます。ただし、実際の防除方針は現場の実情に合わせて調

整する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景と目的 

「松くい虫」として知られるマツ材線虫病は、病原体マツノザイセンチュウがマ

ツノマダラカミキリ等によって媒介されることで生じる、マツ類樹木の伝染病で

す。この病害に対しては、媒介昆虫の生息する松の枯れ木を処理する「伐倒駆除」、

松の枝葉に事前に殺虫剤を撒き付けて媒介昆虫によるセンチュウの伝播を防ぐ「予

防散布」などの手法による防除技術が確立されています。しかし、防除が不徹底で

あったり、計画的な実施ができていないことなどから、被害は十分に沈静化される

には至っていません。 

人とマツ材線虫病との闘いが続く中でも、新たな知見は蓄積され、一方で松林を

めぐる社会情勢も大きく変化しています。そこで本研究では、防除技術の改善のた

めの新たなデータ収集に取り組みつつ、今の時代に即したマツ材線虫病防除の方針

や技術の要点を解説したマニュアルを作成しました。 

 

 

 

 

 
 

図 1 状況に応じたマツ材線虫病 
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Q2 周囲（3～5 kmを目処）に被害がまん延している場所はあるか？

Q1 年平均気温は10～12℃を下回るか？

いいえ

いいえ いいえ
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いいえ

Q3 「守るべきマツ林※」か？
※松でなければならない林と、それに隣接し一体的な管理が望まれる松林

Q4 十分な予算を
投入可能か？

はい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに“使える”駆除技術に向けて 
 伐倒駆除に関し、現在国内ではガス化する殺虫剤を施用した被害材にシートを

かぶせ、裾を埋め込んで密閉するくん蒸処理方法が普及しています。しかし、こ

の方法はシートの裾埋め作業ができない岩場等では施工できません。また、農薬

の使用が好まれない条件下では施工を控える必要があります。 

 本研究では、地盤の条件によらず施工が可能な全面被覆式のくん蒸処理方法や、

山口県で開発された農薬を使用しない駆除技術である「成虫逸出抑制法」につい

て、その有効な活用法を検証し、マニュアルで紹介しました。 

 

 

 

図２ 全面被覆式によるくん蒸処理 
 

シート上に被害材を集積して薬液を散布し、

シートの裾を集積上部で綴じ、両側をヒモ等

で縛って密閉しています。 

図３ 成虫逸出抑制法による被害材処理 
 

カミキリムシが食い破れないシートで被害

材を被覆します。野生鳥獣によるシート破

損を防ぐため、防鳥ネットを追加しました。 

予防散布の有効性検証 
 予防散布は、誤った理解に基づく運用や実施上の制限などから期待通りの効果

が得られないことがあり、このことが効果に対する疑念につながっている場合が

ありました。そこで、適切な試験設定により防除効果を検証した事例を照会し、

適正に運用すれば十分な効果が得られることを再確認しました。 

 

 

 

図４ 予防散布を行ったマツ林（散布区：青）と行わなかったマツ林（非散布区：赤）に 

おける、生き残った木の割合の推移 

 

いずれの調査地でも散布区では非散布区に比べてたくさんの松が守られたことが分かります。 
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成果の利活用 

今回作成したマニュアルには、このパンフレットに示された内容も含め、マツ材線

虫病についての基礎知識や対策に際しての基本的な考え方から、被害木探査、病気

の診断、各種防除手法の要点にいたるまでの情報がコンパクトに取りまとめられて

います。マツ材線虫病に関する正確な知識の普及に役立つものと期待しています 

 

 要旨 

松くい虫被害の現状や対応する社会情勢、マツ材線虫病に関する新知見、松くい

虫防除技術に関する近年の研究成果を組み込んだ新たな防除マニュアルを作成し、

適切な対応策を講じるための指針を示しました。また、上記の達成に向けて、不足

していた予防散布の効果に関する情報の探索・解析や、異なるシート被覆方式によ

るくん蒸処理の殺虫効果比較、マツノマダラカミキリ成虫逸出抑制法における被覆

シートの野生鳥獣による破損回避技術、マツノザイセンチュウ検出率向上のための

材片試料採取手法の最適化などの技術的な検討を行いました。 

作成したマニュアルは防除の実務や研究にあたっている機関、個人に配布すると

ともに、ホームページ（下記）で公開し、マツ材線虫病とその防除に関する正確な

知識の普及を図りました。 

「マツ材線虫病にどう対処するか  ―防除対策の考え方と実践―」

http://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseika/5th-chuukiseika11.html  

 

 

 

▲ 交付金プロジェクト研究成果の一覧ページへ https://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/koufu-pro/ 

表紙写真：夜間アカマツ樹幹上に現れたマツノマダラカミキリ成虫（左上、江崎功二郎氏撮影）、

吹上浜海岸松林（中央、米森正悟氏撮影）、成虫逸出抑制法の施工（右下） 
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          プロフィール 

松くい虫（マツ材線虫病）をはじめとする森林病害虫被害

に関わる生物の生態と防除に加え、津波による海岸マツ林

被害についても研究を行ってきました。 
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